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　　台風15号、19号および10月25日の大雨の被害で罹災証明書により一部損壊と
　判定された住宅（工事費が10万円以上）も支援の対象となりました。

詳しくは、以下までお問い合わせください。
申請受付・相談窓口　都市整備課　☎0475（80）1191
Hhttp：//wwｗ.city.sammu.lg.jp/soshiki/17/hisaijyuutakusyuzen.html

♦制度利用には、一定の条件があります。
♦住宅の被害程度の判定には、課税課が発行する「罹災証明書」が必要となります。
♦�事前相談・支援制度の判定を都市整備課窓口で行います。
　�お越しの際は、罹災証明書、被害状況のわかる写真、修理見積書、工事が完了している方は契約書および
領収書の写し、工事中および工事後の写真も併せてお持ちください。
♦全壊・大規模半壊の方も、支援制度を利用できる場合がございますのでご相談ください。

◆対象工事の例
対　象　工　事 対　象　外　工　事

・屋根、外壁、窓等の基本部分
・上水道等の配管・配線　・トイレ等衛生設備等
・日常生活に最低限必要な部分の工事

・解体のみ　・内装に関するもの　・畳のみの交換
・家具、家電　・洗浄、消毒等　・住居以外の部分
・災害が原因でない部分

◆提出書類　（様式等は、都市整備課窓口で配布するほかホームページからダウンロードできます。）
【支援制度①】応急修理制度 【支援制度②】被災住宅修繕緊急支援事業補助金

（1）申込書
（2）罹災証明書（写）　
（3）�写真（建物の全景、被害を受けた部分、

被害を受けた室内の全景等）
（4）修理見積書（所定様式）　
（5）資力に係る申出書

（1）申請書 （2）罹災証明書（写） （3） 写真（建物の全景、被害を受けた部分、被
害を受けた室内の全景等）（4）修理見積書（所定様式） （5）資力に係る申出書 （6）
納税状況調査等の同意書（7）耐震性等の向上に資する補修確認書（屋根工事を
行う場合）
・�工事完了後の場合は、契約書（写）、領収書（写）、工事中・工事後の写真も必
要です。

住宅被害修繕支援制度の受付を開始しました

支援制度の判定 罹災証明書の発行（課税課で発行）

一部損壊
【損害割合が未記載の方】

一部損壊
（１０％未満）

一部損壊
（準半壊）半壊

修繕状況

１０％以上 １０％未満支払済 未着工・工事中（完了後支
払前のものも含む）

都市整備課窓口で被害写真・見積り等
により損害割合を判定します。

工事費１０万円以上
（工事費支払済も含む）の方

【支援制度①】災害救助法に基づく応急修理制度
（半壊：最大５９万５千円、一部損壊：最大３０万円分を支援）

【支援制度②】被災住宅修繕緊急支援事業補助金（補助対象工事費の２０％を補助、最大５０万円）
支援制度①に上乗せの場合、１５０万円を超えた部分の工事費の２０％を補助、最大２０万円

一部損壊で工事費１５０万円を超える方
（支援制度①に支援制度②を上乗せ）

《罹災証明書に記載されている被害程度》
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任期は令和元年12月1日から令和4年11月30日までです。地域福祉を担うボランティアとして活動します。
� 　社会福祉課　　☎0475（80）2612

民生委員・児童委員を紹介します
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行政からの
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information

募集期間

　2月3日㈪～3月2日㈪
申込方法
「山武市自転車等駐車場利用登録申請書」に必要事項をご記入
ください。申請書はＪＲ成東駅前・新町・日向駅前の自転車駐
車場および市役所市民課市民生活係窓口にもご用意しており
ます。
また、指定管理者のホームページからもダウンロードできます。
申請書は株式会社リンレイサービス山武営業所に郵送いた
だくか、またはＪＲ成東駅・日向駅の各自転車駐車場に備え付けのポストに投函してください。
応募条件
学生の方は、学生証または入学許可候補内定通知等のコピーを添付してください。
※学生の方で試験の合否が出ていない方も申し込みいただき、後日、内定通知書の提出または申し
込みのキャンセルをしてください。
利用申請はお一人一台とさせていただきます。利用の権利をご家族や第三者に譲渡することはで
きません。
申し込み多数の場合
お申し込み数が収容台数を超えた場合は、公正な抽選により決定します。ご了承ください。抽選
結果は申し込みいただいた全員に郵送で通知いたします。
申請書送付先およびお問い合わせ先
株式会社リンレイサービス　山武営業所　（山武市自転車等駐車場指定管理者）
〒 289-1324　山武市殿台 264-6　小川貸事務所 2階
☎ 0475（80）0300　Hhttp://www.rinrei-service.co.jp/sammushi/index.html

※日向第 2に屋根はありません。自転車と二輪車合計で 170 台まで収容可能です。

場所
自転車 原動機付自転車および125cc以下の

普通自動二輪車
1カ月の利用料 台数 1カ月の利用料 台数

成東駅前第1自転車駐車場
市内一般 300円

500台
市内一般 400円

60台
市内学生 200円 市内学生 300円

日向駅前第1自転車駐車場
市外一般 600円

271台
市外一般 800円

87台
市外学生 400円 市外学生 600円

日向駅前第2自転車駐車場
市内在住  50円

170台
市内在住  50円

170台
市外在住 100円 市外在住 100円

令和２年度
成東駅前・日向駅前の有料自転車等駐車場の利用者募集
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市民課・国保年金課の窓口に
　　　番号案内表示システムを設置します

1/8㈬
から

　窓口の混雑緩和や利便性の向上、待ち時間の快適化を目的として、１月8日㈬から市民課窓
口と国保年金課の窓口に、番号案内表示システムを設置します。

番号案内表示システムの利用の流れ

例）証明書発行
１．記載台で申請書を記入してください。
　　　　　　　　　　▼
２�．番号発券機のパネルで希望する手続きをタッ
チし、番号札を取ってください。

　　　　　　　　　　▼
３．番号が呼ばれるまでお待ちください。
　　　　　　　　　　▼
４�．番号が呼ばれたら(番号案内モニターに番号が
表示されます)、記入した申請書と番号札を職員
にお渡しください。運転免許証などで本人確認
をさせていただきます。

　　　　　　　　　　▼
５．証明書発行までの間、お待ちください。
　　　　　　　　　　▼
６�．番号でお呼びしますので、手数料を支払い証明
書をお受け取りください。

T　市民課
　　☎0475（80）1141

T　社会福祉課　☎0475（80）2612

番号発券機

タッチパネル

台風15号、19号および10月25日の
大雨により住家が全壊するなどの被
害を受けた世帯主に対し、千葉県、
山武市、日本赤十字社、共同募金会
に寄せられた義援金を配分します。
なお、申請方法・配分時期等詳し
くは、後日対
象者の方へお
知らせします。

千葉県および山武市災害義援金の配分等に関するお知らせ
対象となる方および配分金額
区　　分

（罹災証明書の判定）
配分額

千葉県 山武市
全壊
（半壊解体、敷地被害解体を含む） 30万円 3万円

半壊
（大規模半壊を含む） 15万円 1.5万円

床上浸水 3万円 3000円

一部損壊 1万円 1000円

※写真はイメージです。
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年
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生
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た
男
性

は
幼
少
期
に
公
的
な
予
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接
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を
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る
機
会
が
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、
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体
保
有
率
が
低
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っ
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す
。
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く
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果
、
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、
免
疫
の

な
い
女
性
が
妊
娠
中
に
感
染
す
る
と
胎

児
に「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
い
う

病
気
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
昭
和
37
年
４
月
２

日
～
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
男
性
の
方

受
診
方
法
等　
市
で
発
行
す
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
使
用
し
、
事
業
実
施
医
療
機

関
等
で
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
抗

体
検
査
を
受
け
、
予
防
接
種
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
必
ず
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
を
希
望
す
る

場
合
は
、
健
康
支
援
課（
成
東
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、
令
和
４
年

３
月
㉛
日
ま
で
の
１
度
き
り
で
す
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

短
期
集
中
型
介
護
予
防
教
室
の
ご
紹��

�

介（
基
準
緩
和
型
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
）

短
期
集
中
型
の
介
護
予
防
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
要
支
援
１
・
２
の
方
・
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
事
業
の
該

当
と
な
っ
た
方

内　
容　
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
リ
ハ

ビ
リ
体
操
・
栄
養
お
よ
び
口
腔
機

能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
等（
事
業
所
に

よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
）

利
用
料
金　
１
回
あ
た
り
４
３
８
円（
介

護
保
険
の
負
担
割
合
が
１
割
の
方
）

利
用
時
間　
１
回
あ
た
り
90
分
程
度

利
用
期
間　
原
則
３
カ
月（
利
用
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
成
す

る
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
必
要
で
す
）

T　
成
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

　
松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
９（
７
４
）３
３
６
６

　
山
武
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）８
０
２
２

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者（
世
帯
主
宛
）に
医
療

費
通
知（
令
和
元
年
６
～
10
月
診
療
分
）

を
１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合　
記
載
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け

て
い
な
い
、
日
数
・
回
数
が
異
な
る

な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載
さ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
額
は
10
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

医�

療
費
控
除
に
使
用
で
き
ま
す　
医
療

費
通
知
は
、
医
療
費
控
除
の
申
告
手

続
き
で
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
通
知
の
原

本
は
、
再
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

�　

な
お
、
11
月
以
降
の
医
療
費
や
、

医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

も
の
は
、
領
収
書
に
基
づ
い
て
別
途

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
作
成
し
、

そ
の
明
細
書
と
医
療
費
通
知
を
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

�

⓴
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加

入
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
案
内
が

送
付
さ
れ
ま
す
。（
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
を
除
く
）

な
お
、
所
得
の
少
な
い
学
生
や
、
経

済
的
に
保
険
料
＊
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」や「
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」な
ど
保
険
料
の
支
払

い
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
千
葉
年
金
事
務
所
ま
た
は

国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
令
和
元
年
度
保
険
料
月
額
＝
１
万
６

４
１
０
円
、
令
和
２
年
度
保
険
料
月

額
＝
１
万
６
５
４
０
円

T　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

　健康・福
祉
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行政からの
お知らせ

information

交
通
事
故
で
被
保
険
者
証
を
使
用

す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
相
手
）の
行

為
に
よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て

治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」の
届
出
が

必
要
で
す（
無
免
許
運
転
や
飲
酒
運
転

な
ど
重
大
な
違
反
を
犯
し
た
場
合
は
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

用
意
す
る
も
の　
国
民
健
康
保
険
証
、

免
許
証
、
印
鑑
、
相
手
方
の
連
絡
先

お
よ
び
加
入
保
険
な
ど
の
メ
モ
、
交

通
事
故
証
明
書（
後
日
提
出
も
可
）

医
療
費
負
担
は
加
害
者
の
責
任　
第
三

者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の

医
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
全
額
負

担
す
べ
き
も
の
で
す
。
被
保
険
者
証

を
使
用
し
治
療
を
受
け
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
加
入
者
の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
あ
と
か
ら
加

害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

示
談
を
す
る
前
に
相
談
を　
示
談
を
済

ま
せ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
内
容
が
優

先
さ
れ
て
国
民
健
康
保
険
で
立
て
替

え
た
医
療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

S�

・
T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

山
武
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

購
入
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

山
武
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の

購
入
期
限
が
近
づ

い
て
い
ま
す
の

で
、
購
入
引
換
券

を
お
持
ち
の
方
は

お
早
目
に
ご
購
入
く
だ
さ
い（
住
民
税

が
非
課
税
の
方
の
購
入
引
換
券
交
付
申

請
書
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
）。

購
入
期
限　
１
月
31
日
㈮

購
入
方
法　
送
付
さ
れ
た
購
入
引
換
券

を
持
参
の
う
え
、
市
内
の
郵
便
局
窓

口（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

に
て
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

※
購
入
引
換
券
は
購
入
対
象
の
方
へ
の

み
送
付
し
て
い
ま
す
。

取
扱
店　
購
入
引
換
券
に
取
扱
店
一
覧

を
同
封
し
て
い
ま
す
が
、
最
新
の
情

報
に
つ
い
て
は
山
武
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

T　
①
商
品
券
全
般
に
つ
い
て

　
　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

　
　
②
取
扱
店
に
つ
い
て

　
　
山
武
市
商
工
会

　

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す
！

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
農
林
業
の
生
産
構
造

や
就
業
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
５
年
ご
と
に
実
施
す

る
、
農
林
業
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
等
に
は
、
１
月
中

旬
か
ら
、千
葉
県
知
事
が
発
行
し
た「
調

査
員
証
」を
携
行
し
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

携
帯
電
話
基
地
局
の
開
設
に
伴

う
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

２
月
20
日
㈭
よ
り
、
新
し
い
基
地
局

か
ら
試
験
電
波
の
発
射
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
内
の
一
部
地
域

で
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ

が
あ
り
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は

「700M
H
z

利
用
推
進
協
会
」よ
り
事

前
に
お
知
ら
せ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
対
策
工
事
が
必
要
な
場
合
は

「700M
H
z

利
用
推
進
協
会
」が
無

償
で
行
う
た
め
、
費
用
が
発
生
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

T　

700M
H
z

（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）テ
レ
ビ

　
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２（
無
料
）

�

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０（
有
料
）

受
付　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

�

（
年
中
無
休
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室
参
加
者
募
集

愛
犬
の
し
つ
け
方
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
家
庭
犬
と
し
て
必
要
な
し
つ

け
を
犬
の
訓
練
士
が
講
義
お
よ
び
実
演

を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

愛
犬
と
よ
り
よ
い
関
係
を
築
く
た
め

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

日　
時　
１
月
31
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分（
午
後
１
時
～
受
付
開

始
）

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ら
ぎ
館

定　
員　
20
人（
要
事
前
申
込
）

そ
の
他　
飼
い
犬
の
同
伴
不
可

S�

・
T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

暮
ら
し・環
境
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山
武
市
中
小
企
業

�

運
営
資
金
利
子
補
給

市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

資
金
の
種
類

・
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
資
金

・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

業
の
事
業
資
金
融
資

・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
中
小
企
業
事

業
融
資

・
緊
急
保
証
制
度（
事
業
に
か
か
る
も

の
に
限
る
）

※
当
初
借
入
日
か
ら
１
年
以
内
に
返
済

期
限
の
到
来
す
る
資
金
を
除
く

利
子
補
給
要
件

・
市
内
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と

・
市
税
の
完
納
者
で
あ
る
こ
と

利
子
補
給
率

　

年
利
子
支
払
額
の
30
％
以
内（
延
滞

利
子
を
除
く
）

利
子
補
給
の
限
度
額

　
１
事
業
所
に
対
し
て
30
万
円
以
内

利
子
補
給
対
象
期
間

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年

12
月
31
日
ま
で
の
期
間（
平
成
31
年
が

融
資
初
年
の
場
合
は
、
当
該
融
資
日

か
ら
）た
だ
し
、
利
子
補
給
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
10
年
以
内

申
請
書
類
等

・
山
武
市
中
小

企
業
運
営
資

金
利
子
補
給

申
請
書

・
令
和
元
年
12

月
31
日
現
在

の
取
扱
金
融

機
関
の
発
行

す
る
借
入
残
高
証
明
書

・
借
入
金
の
返
済
予
定
表
ま
た
は
支
払

明
細
書
写
し

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

（
証
明
願
）

・
補
給
金
振
込
み
先
預
金
通
帳
の
写
し

（
名
義
・
口
座
番
号
等
確
認
用
）

・
年
の
途
中
で
全
額
返
済
に
な
っ
た
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
融
資
計
算
書
お

よ
び
当
初
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書

の
写
し

・
対
象
融
資
制
度
別
支
払
利
息
明
細
表

※
利
子
補
給
の
申
請
は
毎
年
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、山
武
市
商
工
会
で
配
布
。

商
工
会
員
は
、
別
途
商
工
会
か
ら
郵

送
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

　
　
　
☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

　
　
　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

侵
入
盗
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

山
武
警
察
署
管
内
で
は
、「
空
き
巣
」

や「
忍
び
込
み
」な
ど
の
侵
入
盗
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
犯
人
の
手
口
は
、

無
施
錠
の
窓
や
勝
手
口
か
ら
侵
入
す
る

以
外
に
も
、
風
呂
場
や
台
所
、
ト
イ
レ

な
ど
の
面
格
子
を
外
し
無
施
錠
の
窓
か

ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
防
犯

◆
き
ち
ん
と
戸
締
ま
り
が
基
本

短
時
間
の
外
出
や
在
宅
時
で
も
、
玄

関
や
窓
は
鍵
を
か
け
る
。
合
い
鍵
は
郵

便
受
け
や
植
木
鉢
の
下
に
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
泥
棒
に
狙
わ
れ
な
い
家
に
す
る

庭
木
を
剪
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
見

通
し
を
よ
く
し
、
窓
の
外
に
足
場
に
な

る
物
を
置
か
な
い
。

防
犯
灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
取
り

付
け
、
暗
が
り
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ド
ア
や
窓
ガ
ラ
ス
の
対
策
を
！

玄
関
や
勝
手
口
に
補
助
錠
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

ド
ア
や
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
防
犯
フ
イ

ル
ム
や
シ
ャ
ッ

タ
ー
や
雨
戸
、

面
格
子
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
林
道
を
キ
レ
イ
に

山
武
市
内
の
山
林
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
る
、
京
葉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
台
風

15
号
・
19
号
で
被
害
を
受
け
た
山
林
を

見
て
、
復
興
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
11
月
30
日
山
武
市
内
の
林
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
千
葉
大
学
の
学
生
も
加
わ

り
、
約
30
人
で
市
内
の
林
道
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
２
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information

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
か

ら
の
お
願
い

２
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰
ま
で
、
東
金

市
外
三
市
町
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
工
事
の
た
め
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の

稼
働
を
停
止
し
ま
す
。

組
合
で
は
継
続
し
て
ご
み
の
収
集
お

よ
び
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
す
が
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て
可
能
な

範
囲
で
粗
大
ご
み
、
金
属
ご
み
な
ど
の

排
出
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
業
務
課

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）９
１
３
２

第
⓮
回
蓮
沼
地
区
対
抗

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
27
日
、
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
た
今
大
会
は
、
７
チ
ー
ム

（
７
地
区
）が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
殿
台
区
が
昨
年
に
引
き

続
き
優
勝
を
飾
り
、
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。（
結
果
は
次
の
と
お
り
）

優　
勝　
殿　
台　
区

準
優
勝　
中　
下　
区

第
三
位　
南　
浜　
区

Ｍ
Ｖ
Ｐ　
秋あ

き

葉ば

龍り
ゅ
う

馬ま

選
手（
殿
台
区
）

豊
岡
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

10
月
26
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
農
事
研
修
室
に
て
豊
岡
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
長
・
豊
岡
区
長
・
体
育
協
会
理

事
・
地
域
協
力
者
が
出
席
し
、
会
長
を

務
め
る
玄げ

ん

地ち

章あ
き

郎お

氏（
松
尾
町
蕪
木
）を

中
心
に
健
康
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
豊
岡
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
テ
ニ
ス
大
会「
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
カ
ッ
プ
」参
加
者
募
集

日　
時　
２
月
16
日
㈰
午
前
８
時
30
分

開
始（
予
備
日
２
月
23
日
㈰
）

場　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園

種　
目　
①
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
②
女
子

ダ
ブ
ル
ス

対　
象　
初
中
級
ま
で
の
ペ
ア

参
加
費　
１
ペ
ア
に
つ
き
３
０
０
０
円

募
集
定
員　
①
・
②
各
18
組

申
込
期
間　
（
市
内
在
住
・
在
勤
を
含

む
ペ
ア
）１
月
５
日
～（
市
外
の
ペ

ア
）1
月
26
日
～

申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

S�

・
T　
山
武
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

　
平
野　

�

K

０
９
０（
１
５
０
４
）０
８
８
８

令
和
２
年
度
上
半
期
分

学
校
施
設
使
用
調
整
会
議
の
開
催

令
和
２
年
度
上
半
期
分
の
学
校
施
設

使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

４
～
９
月
ま
で
の
間
に
、
定
期
的
に

学
校
施
設
の
使
用
を
希
望
す
る
団
体
の

代
表
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

１
月
24
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
調
整
会
議

日
時
・
場
所　
２
月
20
日
㈭　
午
後
７

時
～
・
山
武
市
役
所
車
庫
棟　
第
６

会
議
室

T　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
６
１

ス
ポ
・
レ
ク
山
武
２
０
１
９
結
果

11
月
９
日
、東
金
ア
リ
ー
ナ
で
ス
ポ
・

レ
ク
山
武
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
、
山

武
郡
市
内
３
市
３
町
の
代
表
選
手
が
一

般
の
部
・
シ
ニ
ア
の
部
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
に
分
か
れ
て
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ボ
ッ

チ
ャ
の
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。


